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周防大島町告示第47号 

 平成20年第２回周防大島町議会臨時会を次のとおり招集する 

    平成20年７月15日 

                              周防大島町長 中本 冨夫 

１ 期 日  平成20年７月22日 

２ 場 所  大島庁舎議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

安本 貞敏君          伊東 梅芳君 

土手 正喜君          平野 和生君 

浜戸 信充君          杉山 藤雄君 

神岡 光人君          田村 三郎君 

伊藤 秀行君          平村 真成君 

魚谷 洋一君          松井 岑雄君 

広田 清晴君          魚原 満晴君 

冨田 安英君          木村  潔君 

中本 博明君          平川 敏郎君 

田中隆太郎君          小田 貞利君 

尾元  武君          久保 雅己君 

新山 玄雄君                 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

荒川 政義君                 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成20年 第２回（臨時）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成20年７月22日（火曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                         平成20年７月22日 午前９時30分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 議案説明 

 日程第４ 議案第１号 平成２０年度特定環境保全公共下水道事業管路施設工事（西１工区）

の請負契約の締結について 

 日程第５ 議案第２号 平成２０年度農業集落排水資源循環統合補助事業秋地区管路布設工事

第１工区の請負契約の締結について 

 日程第６ 農業委員の推薦について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 議案説明 

 日程第４ 議案第１号 平成２０年度特定環境保全公共下水道事業管路施設工事（西１工区）

の請負契約の締結について 

 日程第５ 議案第２号 平成２０年度農業集落排水資源循環統合補助事業秋地区管路布設工事

第１工区の請負契約の締結について 

 日程第６ 農業委員の推薦について 

────────────────────────────── 

出席議員（23名） 

１番 安本 貞敏君       ２番 伊東 梅芳君 

３番 土手 正喜君       ４番 平野 和生君 

６番 浜戸 信充君       ７番 杉山 藤雄君 

８番 神岡 光人君       ９番 田村 三郎君 

10番 伊藤 秀行君       12番 平村 真成君 

13番 魚谷 洋一君       14番 松井 岑雄君 
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16番 広田 清晴君       17番 魚原 満晴君 

18番 冨田 安英君       19番 木村  潔君 

20番 中本 博明君       21番 平川 敏郎君 

22番 田中隆太郎君       23番 小田 貞利君 

24番 尾元  武君       25番 久保 雅己君 

26番 新山 玄雄君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

５番 荒川 政義君                 

────────────────────────────── 

欠  員（２名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 坂本  薫君     議事課長 木元 真琴君 

書  記 吉岡 信二君     書  記 平田富久代君 

書  記 藤本万亀子君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 中本 冨夫君   教育長 ………………… 平田  武君 

公営企業管理者 ……… 川田 昌満君   総務部長 ……………… 岡村 春雄君 

産業建設部長 ………… 斉藤 正明君   健康福祉部長 ………… 椎木 千明君 

環境生活部長 ………… 村田 章文君   久賀総合支所長 ……… 山本 定雪君 

大島総合支所長 ……… 嶋元 則昭君   東和総合支所長 ……… 鍵本 一和君 

橘総合支所長 ………… 末永 健寿君                      

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 北杉 憲昌君 

教育次長 ……………… 村田 雅典君   公営企業局総務部長 … 河村 常和君 

財政課長 ……………… 奈良元正昭君   契約監理課長 ………… 上元 勝見君 

────────────────────────────── 

午前９時30分開会 

○議長（新山 玄雄君）  おはようございます。本日は、御出席いただきましてありがとうござい

ます。 

 ただいまから平成２０年第２回周防大島町議会臨時会を開会いたします。 
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 荒川政義議員から欠席の通告を受けております。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（新山 玄雄君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本臨時会の署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、２１番、平川敏郎議員、２２番、

田中隆太郎議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（新山 玄雄君）  日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。本臨時会の会期は、本日１日限りといたしたいと思います。御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  御異議なしと認めます。よって、本日１日限りとすることに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案説明 

○議長（新山 玄雄君）  日程第３、議案の説明に入ります。 

 町長より、議案の説明を求めます。中本町長。 

○町長（中本 冨夫君）  それでは、おはようございます。平成２０年第２回周防大島町議会臨時

会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては、御多忙の折にもかかわりませず、早

朝より御参集を賜りまことにありがたく、厚くお礼を申し上げます。 

 それでは、本日提案をしております議案につきまして提案理由の説明を申し上げます。 

 本臨時会に提案をしております案件は、工事請負契約の締結に関するもの２件であります。 

 議案第１号は、平成２０年度特定環境保全公共下水道事業管路施設工事（西１工区）の請負契

約の締結についてであります。 

 指名競争入札の結果、周防大島町大字東安下庄のユタカ工業株式会社が落札いたしましたので、

この業者と工事請負契約を締結するために議会の議決をお願いするものでございます。 

 議案第２号は、平成２０年度農業集落排水資源循環統合補助事業秋地区管路布設工事第１工区

の請負契約の締結についてであります。 

 指名競争入札の結果、周防大島町大字伊保田の大野工業株式会社が落札いたしましたので、こ

の業者と工事請負契約を締結するために議会の議決をお願いするものでございます。 
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 以上、概要につきまして御説明を申し上げましたが、詳しくは提案の都度、私または関係参与

が説明を申し上げますので、何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようよろしくお願い

をいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  以上で、議案の説明を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第１号 

○議長（新山 玄雄君）  日程第４、議案第１号平成２０年度特定環境保全公共下水道事業管路施

設工事（西１工区）の請負契約の締結についてを上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村総務部長。 

○総務部長（岡村 春雄君）  それでは、議案第１号平成２０年度特定環境保全公共下水道事業管

路施設工事（西１工区）の請負契約の締結について、補足説明をいたします。 

 本案は、平成２０年７月８日に、町内業者１１社、町外業者５社、計１６社で入札を行った結

果、ユタカ工業株式会社が１億３００万円で落札いたしましたので、その落札価格に消費税の額

を加えた１億８１５万円で請負契約を締結しようとするものです。 

 施工場所は、西安下庄の庄南地区でございます。 

 工事の内容につきましては、管路布設工、ＵＶ管ファイ１５０ミリ、Ｌ＝１,６６６.２メート

ル、推進管ファイ３５０ミリ、Ｌ＝４４.５メートル、立てくい工ファイ１,５００ミリ、１カ所、

ファイ１,８００ミリ、１カ所、ファイ２,５００ミリ、１カ所、マンホール工７４カ所、公共ま

す７７カ所、水道復旧工、ＵＶ管、Ｌ＝５９０メートルとなっております。 

 なお、参考までに工期を申し上げます。契約の日の翌日から平成２１年１月３０日となってお

ります。 

 つきましては、周防大島町議会の議決に付すべき、契約及び財産の取得または処分に関する条

例第２条の規定により、議会の議決をお願いするものです。何とぞ慎重なる御審議の上、御議決

を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（新山 玄雄君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はありません

か。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  今回も９３.６３という、いわゆる本来なら公正取引委員会で

さえ疑うような価格で落札ということになっております。 

 実際的には、次の工事等見てわかるように、工事が両極化しておるんです、入札が。実際的に

は最低制限価格でぎりぎりでいく──いう場合と、実際的には、いわゆる９０％を超えるような

状況で落札されるという二極化が発生しておりますが、この点について、この二極化について、

執行部はどのように認識されておるのか聞いておきたい。 
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 それと、もう１点は、今、公共事業そのものが、かなり縮小していった中で、実際的には、少

しでも町内業者が頑張っていただきたいということを考えれば、今回、新たに郡外業者５社とい

うことでありますが、Ｂランクの引き上げは考えなかったのかどうなのか、この点を１点聞きた

いというふうに思います。 

 それと、あわせて今回、入札することによって、実際的に、いわゆる、この工区でいえば何％

ぐらい加入世帯がどのぐらい広がっていくのかという点、世帯数で結構ですから答弁を求めたい

というふうに思います。 

○契約監理課長（上元 勝見君）  御質問の、両極端であるが、執行部の見解はどうかということ

でございますが、指名につきましては、透明性、競争性、公正性をより確保するために、指名競

争入札参加の資格及び指名基準に関する事務取扱要綱により格付を行い、それに対しまして、指

名審査会で決定して指名をしておるわけなんですけど、この両極端な金額につきましては、これ

が競り合った価格かどうかということが根本にあるんではないかと思いますが、従来ならＡラン

ク業者の工事であった部分に関しましても、Ｂランクとかを入れまして、今、入札の指名を行っ

ております。 

 ので、その辺、ちょっとはっきりとですね、これがどうだというようなことは言いにくいと思

いますが、そういった疑念を持たれないような形での指名はしておると考えております。 

 それと、Ｂランクの指名は考えなかったのかということでございますが、この金額は、以前、

全協で説明をさせていただいておりますとおり、６,０００万円以上の工費につきましては、Ａ

ランクを指名するということで今までやってきておりますので、今回もＡランクの業者でという

ことで指名をいたしました。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  村田環境生活部長。 

○環境生活部長（村田 章文君）  今回の工事で、どのぐらい増すのかということでございますが、

先ほど総務部長のほうから補足説明で、公共ます７７カ所という説明があったかと思いますが、

７７戸分が増加します。 

 参考までに、現在９２０戸というのが現在の状況でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  実際的に、今回、郡外の業者５社のうち１社が引かれて、結果

的には１社減ということでありますが、一つは、競争性を高めるということで、いわゆる郵便入

札等を導入したり、やられよるというふうに思います。 

 そういう中で実際的に仮に郵便入札であれ、それでまた郡外業者であれ、指名競争入札の場合、

いわゆる枠が決まっておるわけです。指名基準に基づいて枠が決まっとるという状況なんです。 
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 そういう中で郡外業者が、今度この人の入札に入るよというのが、地元業者に事前にわかった

場合、これは公正な競争入札ができない場面も起こる可能性がある、いうふうに考えております。 

 といいますのが、どう、今回、指名競争入札で、いわゆる競争性を高めるかといったら、郡外

業者を入れて、少なくとも入札参加業者が明らかでないような方法をとっていく、いうことが今

回の論点じゃなかったかというふうに思うんですよ。そのことが、事前にいわゆる今回の指名競

争入札に入るということになれば、明らかになれば、これは競争性が発揮できない、郡内業者だ

けでやる入札と変わりないという結果になるおそれがあるというふうに私は考えております。 

 その中で、今回、郵便入札をやられたと思いますが、実際的にいわゆる郡外業者以外の参加、

１０数社というのがわかっておった、業者間に流れておった事実はあるのかないのか、この辺を

執行部側に聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  上元契約監理課長。 

○契約監理課長（上元 勝見君）  御質問の町外業者の指名がわかっていたかどうかということで

ありますが、私たちは、個々に通知をいたしております。それで郵便入札をやっておるわけであ

りまして、個々にそれがわかっているとは考えておりません。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  反対の立場から討論したいというふうに思いますが、私、今ま

で、競争性を発揮さすためということで、いろいろな提言をしてきました。今回とられた処置、

いわゆる郡外業者を新たに追加したり、そしてまた、Ｂランクから引き上げたりということは言

ってきました。 

 しかし、果たして、これだけで競争性が高まってきたかどうかというのは、今日時点ではかな

り議論があるところだというふうに思います。 

 今、実際的に町内Ｂランクの、いわゆる実態を調査してみますと、ほとんどが最低制限でくじ

引きという状況になっております。いわゆる二極化が発生しちょるという状況であります。 

 私は、Ａランクにおいて、なぜこういう状態があるのか、何が原因で慢性化しておるのか、ま

だ十分な調査をした結論、私自身が出ていない点は、率直に認めておきますが、公共工事におい

て９０を超えるような入札結果、これは公正な競争性が発揮されたというふうにはとても見えな

いというふうに考えます。 

 実際的に、今回ふやして、いわゆる入札参加業者をふやしておりますが、結果的には、その町
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側の思い、思惑が、逆に発揮されない結果になったという状況であります。この点については、

私は、一つは、いろんなことがあるかもわかりませんが、これから先の入札制度の中で、例えば

最低制限価格の問題も発生しておるように思いますし、事前の公表、これが果たしてどうなのか

という面もありますし、いろんな角度から、今、公共事業をめぐる状況については、考えていか

んにゃいけないというふうに思っております。 

 そういう中で、今回、仮に、例えばＢランク並みの競争が発揮されたなら、軽く２,２００万

円は節約できる、これが実際のこの工事の中身であります。そういう点を考えたときに、やはり

その工事の必要性とは別に競争性を高める一点で、もう少し地方を発揮すべきである──いう点

を主張して、反対の立場から討論としたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  次に、賛成討論はありませんか。──次に、反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより起立による採決を行います。議案第１号平成２０年度特定環境保全公共下水道事業管

路施設工事（西１工区）の請負契約の締結について、原案のとおり決することに賛成の議員の起

立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第２号 

○議長（新山 玄雄君）  日程第５、議案第２号平成２０年度農業集落排水資源循環統合補助事業

秋地区管路布設工事第１工区の請負契約の締結についてを上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村総務部長。 

○総務部長（岡村 春雄君）  それでは、議案第２号平成２０年度農業集落排水資源循環統合補助

事業秋地区管路布設工事第１工区の請負契約の締結について補足説明をいたします。 

 本案は、平成２０年７月８日に、町内業者１１社で入札を行った結果、大野工業株式会社が、

３,３０９万３,０００円で落札いたしましたので、その落札価格に消費税の額を加えた

３,４７４万７,６５０円で請負契約を締結しようとするものです。 

 施工場所は、本町大字秋の秋地区でございます。 

 工事の内容につきましては、管路布設工ファイ２００ミリ、Ｌ＝３０９メートル、ファイ

１５０ミリ、Ｌ＝１,２６９メートル、ファイ７５ミリ、Ｌ＝１５３メートル、マンホール工、

１号マンホール１１カ所、小口径マンホール１２８カ所、公共ます４５カ所、その他取りつけ管

ファイ１００ミリ、Ｌ＝１００メートル、水道復旧工、ＶＰ管Ｌ＝２９０メートルとなっており
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ます。 

 なお、参考までに工期を申し上げます。契約の日の翌日から平成２１年１月３０日といたして

おります。 

 つきましては、周防大島町議会の議決に付すべき、契約及び財産の取得または処分に関する条

例第２条の規定により、議会の議決をお願いするものでございます。何とぞ慎重なる御審議の上、

御議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（新山 玄雄君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はありません

か。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  この点で、１つは競争性を高めるということで、業者数をふや

す基本的考え方があったのかなかったのかということで聞いておきたいというふうに思います。 

 といいますのが、実際的に、工事能力もありましょうし、いろんな観点があろうかというふう

に思いますが、先ほども問うたわけなんですが、町内Ｂランク業者が、いわゆる指名の範囲に入

らなかった理由については、どういうふうに考えるのかというのが１点です。 

 それと、実際的に、郡外業者からふやす考え方があったのかなかったのかという点で、もう

１点聞いておきたいというふうに思います。 

 それと、先ほども、私、いわゆるます数について補足説明で聞いてなかったわけなんですが、

あわせて答弁を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  上元契約監理課長。 

○契約監理課長（上元 勝見君）  御質問の、業者をふやすことはなかったのかということでござ

いますが、この工事につきましては、先ほども申し述べましたが、以前Ａランク、Ｂランクと、

６,０００万円までの工事については、ＡランクＢランクまでを説明しますよということで御説

明をしていると思いますが、今回この工事につきましては、同種の工事が１工区、２工区で２カ

所発注されました。 

 それで、かつ、工事場所が近隣という地域性もありましたので、１工区をＡランク業者とし、

２工区をＢランク業者としました。ちなみに、２工区の工事費は４,０００万円でございました。 

 ということで、Ａランク、Ｂランクで分けた指名の結果でございます。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  村田環境生活部長。 

○環境生活部長（村田 章文君）  本工事に係る公共ますについて、先ほどございましたように

４５カ所でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  今回、今、答弁を聞きよりますと、分離分割発注なので、いわ
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ゆる一方は４,０００万円クラスでＢランク工事いう格好で、隣接しちょる、いわゆるＡランク、

６,０００万円以下ではあるがＡランクだけで行ったというのが実態なんです。 

 それで、これ見てわかるように、先ほどの工事と比較してみたらわかるように、一方が９３％、

一方が実際的には予定価格の５９.０９％ということで、まさに二極化が発生しちょる。実際、

何が原因かは明らかではないが公共工事において、いわゆる二極化が発生しちょるというのは、

客観的事実であろうというふうに思います。 

 その中で、より競争力を高めてやること、そしてまた、こういうふうな状況のときに、いわゆ

る最低制限価格の事前公表についても、今の時代に、かなり問題が発生する部分があろうかとい

うふうに思います。というのが、いわゆる見積もり、積算能力の後退が起こるんではないかとい

う点もありましょうし、いろんな側面があるかというふうに思います。 

 引き続き、きちっと、やっぱり公共工事にふさわしい競争性を高めるという点を求めておきた

いというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認めます。 

 これより起立による採決を行います。議案第２号平成２０年度農業集落排水資源循環統合補助

事業秋地区管路布設工事第１工区の請負契約の締結について、原案のとおり決することに賛成の

議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．農業委員の推薦について 

○議長（新山 玄雄君）  日程第６、農業委員の推薦についてを上程し、これを議題とします。 

 農業委員会委員の任期が、７月１９日をもって任期満了となり、農業委員会等に関する法律第

１２条第２号の規定による学識経験者の推薦について、委員４名を推薦いたしたいと思います。 

 ここで、議会推薦予定者名簿を配布します。 

〔名簿配布〕 

○議長（新山 玄雄君）  それでは、まず杉山藤雄議員を推薦したいと思います。 
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 本件は、地方自治法第１１７条の規定により除斥に該当すると認められますので、杉山藤雄議

員の退席を求めます。 

〔７番 杉山 藤雄君 退席〕 

○議長（新山 玄雄君）  お諮りします。杉山藤雄議員を農業委員会委員に推薦することに、御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  御異議なしと認めます。よって、杉山藤雄議員を推薦することに決定し

ました。 

 杉山議員、入場してください。 

〔７番 杉山 藤雄君 入場〕 

○議長（新山 玄雄君）  次に、西本貢君、吉田弘志君、宇野全君、以上の方を推薦したいと思い

ます。 

 お諮りします。西本貢君、吉田弘志君、宇野全君、以上の方を農業委員会委員に推薦すること

に御異議ありませんか。（発言する者あり） 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  御異議なしと認めます。（笑声）よって、西本貢君、吉田弘志君、宇野

全君、以上の方を推薦することに決定しました。 

 以上、４名の方を農業委員会委員として推薦することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（新山 玄雄君）  以上をもちまして、本臨時会に付議された案件の審議は全部議了いたし

ました。 

 これにて、平成２０年第２回周防大島町議会臨時会を閉会いたします。 

○事務局長（坂本  薫君）  御起立願います。一同、礼。 

午前10時00分閉会 

────────────────────────────── 
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